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研究成果の概要（和文）：場所情報の提示方法の違い（絶対または相対参照系、地図または写真）

によって、とくに空間能力・方向感覚の低い人の位置把握に影響を与えることがわかった。こ

れらの結果は、効果的なナビゲーション方法への示唆とともに、敢えて困難を感じる提示方法

を選択することで、利用者の位置把握の能力、ひいては空間的思考能力を訓練できるのではな

いかという視点も提供し、個人属性を考慮した空間認知の問題として今後の研究が期待される。 
 
研究成果の概要（英文）：Results from this research showed that differences in the methods 
of presenting route information (absolute vs. relative reference frames, maps vs. pictures) 
affect the ease of spatial orientation, especially for people with low spatial ability or a poor 
sense of direction. These results suggest possible ways to develop effective navigation 
systems, and point to the possibility of training the user's ability to orient in space (or the 
user's sense of direction) through practice with presentation formats that pose difficulty.  
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研究分野：空間の認知・心理・行動 
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１．研究開始当初の背景 
 人間は周りの空間をどのように捉え、どの
ように行動するのかという空間認知・行動の
問題は、地理学をはじめとして、様々な分野

の多くの研究者の関心を集めてきた。 
 空間認知には種々のスケールにおけるも
のが考えられるが、大規模空間の知識を得る
ためには、異なる地点で獲得した知識をひと



４．研究成果 つの「地図」のようなものにまとめ上げなけ
ればならない。このような「頭の中の地図」
の獲得に関しては、その正確さに非常に大き
な個人差があることが最近の研究でわかっ
ている。 

 言葉を用いた空間情報の提示については、
両空間参照系によるルート説明に対して、同
程度の正確さで対応はできるものの、相対参
照系による位置表現から絶対参照系による
位置表現に移行した場合に、位置把握に困難
を生じることが示された（図 1）。この傾向は、
とくに方向感覚の低い人にとって大きいこ
とが示された（図 2）。このことから、自分の
体を中心とした相対的な空間把握に対して、
外部環境に据えられた絶対的な参照系を用
いた空間把握は、方向（たとえば北）の継続
的把握が必要なため、方向感覚の低い人にと
っては難しく感じることがわかる。 

 また、空間認知をその一例として含む「空
間的思考」の問題は、多くの科学分野の学
習・教育に共通するテーマであるが、一方で、
高い空間能力を必要とする問題や作業を苦
手とする学生が多いこともわかっている。 
 これらのことから、空間的思考の能力をト
レーニングによって伸ばすことができるの
かという点に関しては、今後さらに研究を進
める必要がある。 
  
 
２．研究の目的 
 本研究は、以上のような学術的背景を念頭
に置き、大規模空間における空間的思考能力
の問題について、効果的な教育・訓練の方法
および能力の向上性に焦点を当て、行動実験
を通して実証的に分析を行うことを大きな
目的とする。具体的には、様々なルート情報
の表現手段を対象に、空間能力・方向感覚が
高い人と低い人の空間把握がどのように違
うかを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 異なるルート情報の表現法が位置把握の
程度に与える影響について見るため、言葉を
用いた場合、および、地図と写真を用いた場
合で、空間能力・方向感覚が高い人と低い人
の空間行動がどのように違ってくるかを調
べる実証研究を行った。 

 

図 1 相対参照系から絶対参照系へ（R-A)、
および、絶対参照系から相対参照系へ（A-R）
移行した場合の（A）立ち止まった回数、（B）
ルートを外れた回数、（C）ルートを外れて歩
いた距離。  言葉による空間情報の提示については、絶

対参照系（例：東西南北）または相対参照系
（例：前後左右）を用いて、大学キャンパス
内の 10 箇所の場所を巡るルートを説明し、
それぞれの場合の歩行時間、距離、速度、立
ち止まった回数、出発地点の方向推定の各変
数を比較した。また、参加者の方向感覚を、
質問紙を用いて測定した。実験参加者は 32
人であり、対象とした大学キャンパスの詳し
い知識を事前に有している人はいなかった。 

 

 
図 2 絶対参照系を用いた場合の立ち止まっ
た回数、ルートを外れた回数、ルートを外れ
て歩いた距離と、方向感覚の関係。  地図と写真による空間情報の提示につい

ては、携帯端末の画面サイズのものを対象と
し、地下鉄の地上出口 5箇所において、一般
的な紙地図、または、ルート上で得られる光
景に進行方向を矢印で示した写真を用いて
目的地までの案内をし、それぞれの場合での
目的地の方向推定の正確さおよび推定に掛
かった時間を比較した。また、参加者の空間
能力を、心的回転課題を用いて測定した。実
験参加者は 50 人であり、対象とした地域の
詳しい知識を事前に有している人はいなか
った。 

 
 地図と写真の比較については、ルート上に
わかりやすいランドマークがある場合には
写真で場所情報を提示することに一定の効
果があることが示され、地図を用いた場合の
反応時間は、写真を用いた場合の平均 1.9 倍
であった（図 3）。また、写真は空間能力の高
低に関わらず場所把握を助ける効果が見ら
れたが、地図を用いた場合は、空間能力の低
い被験者にとって実空間との関係付けが難
しいことが示された（図 4）。 



 

 
図 3 地図を用いた場合（白またはグレーの
棒グラフ）と写真を用いた場合（黒い棒グラ
フ）の反応時間の比較。 
 

 
図 4 体の方向転換が必要なため方向定位が
難しい地下鉄出口（2 箇所）における反応時
間と空間能力の関係。○および△が地図を用
いた場合を示し、×が写真を用いた場合を示
す。 
 
 これらの研究結果から、場所情報の提示方
法の違い（絶対または相対参照系、地図また
は写真）が、とくに空間能力・方向感覚の低
い人の位置把握に影響を与えることがわか
った。これらの結果は、ナビゲーションにお
ける効果的な場所情報の提示方法に対して
有用な示唆を供すると考えられる。たとえば、
利用者の方向感覚・空間能力に対応して情報
を伝える手段（参照系の選択、および地図あ
るいは写真といった表現法）を適宜変えるこ
とができれば、より利用しやすいシステムの
構築が可能となるのではないだろうか。 
 また同時に、これらの結果を少し違った角
度から見ると、敢えて利用者が困難を感じる
提示方法で情報を提示し、それを用いた空間

把握・定位を練習させることで、利用者の位
置把握の能力、ひいては空間的思考能力を訓
練できるのではないかという視点も提供し、
今後、個人属性を考慮した空間認知の問題と
してさらに研究を進めることが求められる。 
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